価格機構論・景気循環論の新展開 ： 江原慶著『資本主義的市場と恐慌の理論』をめぐって by 柴崎 慎也
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展とともに市場では，「優等条件を見出しや
すい部門と，そうでない部門が分かれ出てく
る」ことになる（185−186頁）。このように
「個別産業資本による生産条件の改善の困難
さが部門間で異なる」ことになれば，「部門
間で優等条件の確保の難易度に格差が生じて
くる」（186−187頁）。このうち，「生産条件
の評価がしやすい部門」にあっては当然，「優
等条件が見出されやすく，生産条件の改善は
そうした部門で進む」ことになる。また，こ
うした部門にあっては，「新規参入に対する
ハードルも下がり，固定資本を伴う投資が惹
きつけられてくることになる」が，部門間に
おけるこのような資本移動は，「社会的な部
門間の数量バランスを変化させる要因にな
る」と同時に，移動先の部門内における競争
の激化を誘発することによって，「生産領域
への投資においてスムーズに優等条件を採用
することができない」状況を生み出すことに
なる（187−188頁）。
　この状況において「生産部面に有利な投資
機会を見出せなくなった資金」は，ここから
資産市場，なかでも「地代や配当を資本還元
して価格形成がなされる収益性資産の市場」
に流れ込み「その価格上昇を実現していく」
と同時に，「好況期の市場を変質させる」こ
とになる（188−189頁）。この市場の変質の
担い手となるのは，「多種商品集積」（190頁）
に長け，それをひとつの基礎とする「信用力」
（191頁）をまとい，さらに価格の下落に歯止
めをかけ相場価格を維持する「滞貨の維持機
能」（193頁）を有した「商業資本」である（189
−191頁）。商業資本は，「部門間の生産規模
にアンバランスが生じるやいなや，好調な部
門に関係する資産群を買い集め，生産領域か
らあぶれた資金の流入に先駆けて，資産市場
を活性化させる」（189頁）。商業資本を軸に
引き起こされる「価格を上昇させる資産商品
を中心」とした「価格上昇頼みの全般的な活
況は，好況という安定的な相から不安定局面
への転換を画す」ことになるわけである（193
頁）。
　最後に，このラインの恐慌における相転移
について確認しておこう。生産条件の多層化
から生じる不安定局面は，産業予備軍の枯渇
にともなう不安定局面と異なり「利潤率を下
落させる作用をそれ自身に随伴しない」が，
「生産部面の蓄積資金が資産市場へと流入す
る事態」を含んでいるため，これは「蓄積
率の下落を伴う」ことになる（198−199頁）。
これが労賃騰貴に伴う一般的利潤率の下落に
先立つ限りでは，これは「s 転移」と規定さ
れる相転移となる。
　もっとも，ここで相転移が認められるには，
蓄積率だけでなく一般的利潤率も動く必要が
あるが，すでにみたように，「蓄積率はそれ
自身として一般的利潤率を動かす効果を持た
ない」ため，労賃騰貴のような「一般的利潤
率を動かす要因が別途発現」しなければ相転
移は実現しない（199頁）。しかしこれは，労
賃騰貴が結局のところ恐慌の根本的要因であ
ることを意味しない。「生産条件に対する価
格評価の障害」は，労賃騰貴に先立って「不
安定局面を形成し，蓄積率を引き下げるきっ
かけを与える」のであり，この意味で，産業
予備軍の枯渇に還元されない独自の恐慌の根
本的原因を形づくることになるのである（200
頁）。
　以上まとめると，好況期における増設的な
資本蓄積が，生産条件の多層化を通じて価格
評価の障害を引き起こすと，一方で生産部面
から資産市場に資金が流入し，蓄積率が引き
下げられることで，s 転移の要因が切り出さ
れるとともに，他方では，商業資本を中心と
して社会的再生産から遊離した市場の不安定
局面が醸成されることになる。これが本書に
おける「恐慌の必然性の論証」のもう一方を
なす。
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　以上をもって理解できるように，本書では
生産価格論を起点に，市場価値論，景気循環
論，恐慌論の全面的な再構築がなされている。
本稿の各節・項に上がっているキーワードは，
この意味で，全て本書のオリジナルといって
よい。本稿の解読がどこまで正鵠を射ること
ができたか心許ないが，本書で展開された議
論がこれからのマルクス経済学に多大なイン
パクトを与えるであろうことは，言うまでも
ないであろう。
　「価値と生産価格のある市場」をもって開
かれた本書の世界は，それ自身に無規律性を
孕みながら，「産業予備軍の枯渇と価格評価
の障害」の２つを根本原因とする「恐慌の必
然性の論証」をもって，いったん閉じられる。
ただし，本書末尾「総括と展望」においては，
本書の外側に早くも，「地代論の動態的展開」
（216頁）や，「労働市場と信用機構の動向を
両輪とする基本構成」の再検討を踏まえた「景
気循環論の抜本的な再編成」（同上），「従来
の原理論と発展段階論の境界を見直し，恐慌
の根本原因のレベルにおいて，多要因分析と
それに基づく恐慌の形態変化の解読とを実現
する」（218頁）など，これまた本書独自の新
たな課題が設定されている。
　もっとも，こうした本書の外側に設定され
た課題は，著者自身によって追究されねばな
らないものでは必ずしもない。著者の2018年
現在の理論研究の到達点としてではなく，む
しろ発展をつづけるマルクス経済学の現在の
到達点として，本書はひろく読み解かれなけ
ればならない。
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